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研究分野：工学 

科研費の分科・細目：機械工学・熱工学 

キーワード：熱物性 

 
１．研究計画の概要 

 自然界に広く存在する CO2（二酸化炭素）

と炭化水素とのより複雑かつ高圧な自然冷

媒系混合流体を対象として, これまで一切

実測値情報が存在しない液相域, 臨界点, 

および超臨界域において, 新たな熱力学モ

デルの開発に貢献しうる信頼性の高い実測

値情報を, 広い温度, 圧力, ならびに組成

域において提供する. 

２．研究の進捗状況 

 慶応義塾大学・上松公彦研究室所有の高精

度物性計測装置３台および付随する校正機

器群を富山県立大学に譲渡していただき、組

立て、修理、改良、および各種の校正実験な

どを実施した結果、従来と同等もしくはそれ

以上の実測値を得られる環境を整備するこ

とができた。その上で、CO2/炭化水素のいく

つかの２成分系混合物について、液相域、飽

和状態、臨界点、および超臨界域における、

高精度な熱力学諸性質実測値の蓄積に成功

している。加えて、既存モデルの問題点の解

明、過剰モル状態量の解明およびモデル化に

ついても、併せて実施している。 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

 ２成分系については、当初予定した温度・

圧力・組成域において、高精度な実測値情報

を大量に取得することができ、拡張不確かさ

と併せて論文発表することができた。今後、

臨界点、超臨界域においても、同様の実測値

の取得とモデル化を、随時精力的に進め、本

研究の目標達成に尽力したいと考えている。 

４．今後の研究の推進方策 

 より複雑な混合系について、引き続き精密

測定を実施し、できるだけ多くの実測値を蓄

積する。また、過剰モル状態量を解明し、混

合による効果を評価するとともに、新たな熱

力学モデルの開発とそれを用いた冷媒性能

の評価を、開始する。 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
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